
【Q１】貴社についてお聞きします

（ ）

（ ） （ 年）

（ ）

【Q２】2020年4月～6月の売上・採算についてお聞きします　（ 各1つに「✓」を ）  ※次期見通しとは、2020年7月～9月を指します（以下同様）

● 好転の場合　（複数回答可） ● 悪化の場合　（複数回答可）

【Q４】2020年4月～6月の 従業員数 ・ 労働時間 についてお聞きします（2019年4月～6月に比べて）　　　（ 各1つに「✓」を ）

岡山同友会景況調査 　2020年４月－６月期

3）　主な借入先／長期資金（設備資金）　（ 主たる借入先１つに「✓」を ）

ａ）短期資金（運転資金）

ｂ）長期資金（設備資金）

4） 借入金の増減　　（ 各1つに「✓」を ）
　　前年同期比（2019年4月～6月に比べて）

5） 借入難度　　（ 各1つに「✓」を ）
　　前年同期比（2019年4月～6月に比べて）

【Q５】2020年4月～6月の金融状況についてお聞きします

5）　人手が過剰、やや過剰の場合　 （ 1つに「✓」を ） 6）　人手が不足、やや不足の場合　 （ 1つに「✓」を ）

4）　現在の人手の過不足 （ 1つに「✓」を ）

1）正規従業員数（フルタイム）

2）契約・派遣社員を含む臨時・パート・アルバイト数

3）所定労働時間

2）　主な借入先／短期資金（運転資金）　（ 主たる借入先１つに「✓」を ）

1）　借入金の有無　（ どちらかに「✓」を ）

岡山県中小企業家同友会 会員各位 岡山同友会政策委員会

1）前期比
　（2020年1月～3月に比べて）

2）前年同期比
　（2019年4月～6月に比べて）

1）貴社の本社所在地を選択してください　（1つに「✓」を ）

2）業種　（1つに「✓」を ）

3）従業員数 4）設立年と法人・個人の別　※1つに「✓」を

4）2019年の4月～6月に比べて採算（経常利益）が好転した場合、
　 その理由は何ですか。

ａ）仕入単価

ｂ）販売単価・客単価

6）　2020年4月～6月の採算（経常利益）の水準　（ 1つに「✓」を ）

3）次期見通し
　（2019年7月～9月に比べて）

1）前年同期比（2019年4月～6月に比べて） 2）次期見通し（2019年7月～9月に比べて）

5）2019年の4月～6月に比べて採算（経常利益）が悪化した場合、
　 その理由は何ですか。

ａ）売上高

ｂ）採算（経常利益）

【Q３】2020年4月～6月の仕入単価（原材料、製品・商品等）、販売（加工・工事）単価・客単価 についてお聞きします　（ 各1つに「✓」を ）

⑥飲食業 ⑦ サービス業

① 製 造業 ②建設業 （ 官需中心 ） ③ 建 設 業 （ 民需中心 ） ④ 卸 売 業 ⑤小売業

⑧ その他

１） 正 規 従業 員

２） 臨 時 ・ パート ・ アルバイト ２）

１） 西 暦

① 法 人 ②個 人

⑤外注費の減少

⑥金利負担の減少

⑦本業以外の部門の収益好転

⑧ その他

② 売上単価・客単価の上昇

③人件費の低下

④原材料費・商品仕入額の低下

①売上数量・客数の増加

①黒字 ② やや黒字 ③収支トントン ④ やや赤字 ⑤ 赤字

①上昇 ②横 ば い ③ 下 降

①上昇 ②横 ば い ③ 下 降

①上昇 ②横 ば い ③ 下 降

①上昇 ②横 ば い ③ 下 降

①過剰 ② や や 過 剰 ③適正 ④ や や 不 足 ⑤不足

①借入金有り ② 借入金無し

① 都 銀 ②地銀 ③第 ２ 地 銀 ④ 信金 ⑤信組等 ⑥政府系金融機関 ⑦制度融資

①正規従業員が過剰

③正規・臨時ともに過剰

② 臨時 ・ パート ・ アルバイトが過剰

④ その他

岡山同友会政策委員会では、会員の皆様の企業経営や取り巻く経営環境についてのアンケート調査を実施しています。何卒ご協力下さいますよう宜しくお願い致します。

①好転 ②横ばい ③ 悪化

①増加 ②横ばい ③ 減少 ①増加 ②横ばい ③ 減少 ①増加 ②横ばい ③ 減少

①好転 ②横ばい ③ 悪化 ①好転 ②横ばい ③ 悪化

⑤外注費の増加

⑥金利負担の増加

⑦本業以外の部門の収益悪化

⑧ その他

② 売上単価・客単価の低下

③人件費の増加

④原材料費・商品仕入額の増加

①売上数量・客数の減少

①増加 ②横 ば い ③ 減 少

①増加 ②横 ば い ③ 減 少

①増加 ②横 ば い ③ 減 少

①正規従業員が不足

③正規・臨時ともに不足

② 臨時 ・ パート ・ アルバイトが不足

④ その他

① 都 銀 ②地銀 ③第 ２ 地 銀 ④ 信金 ⑤信組等 ⑥政府系金融機関 ⑦制度融資

①増加 ②横ばい ③ 減少 ①困難 ②不変 ③容易

①困難 ②不変 ③容易①増加 ②横ばい ③ 減少

①岡山地区 （岡山市北部、南部、玉野市） ②倉敷 地 区 （倉敷市、浅口市、里庄町、総社市、笠岡市、早島町、井原市、矢掛町）

③ 津 山 地区 （津山市、勝央町、美咲町、美作市、奈義町、西粟倉村、鏡野町、久米南町）

④ 備 北 地区 （吉備中央町、高梁市、新見市、真庭市、新庄村） ⑤ 東 備 地区 （備前市 ・瀬戸内市 ・赤磐市 ・和気町）



※

1）短期資金借入金

2）長期資金借入金

3）受取手形期間

1）2020年4月～6月の業況水準　(良し・悪し）

【Q７】貴社の業況水準（良し・悪しについての「 実感 」）についてお聞きします 　（ 各1つに「✓」を ）

【Q６】貴社の業況判断（好転・悪化の「 状況 」）についてお聞きします　　（ 各1つに「✓」を ）

７）　現在の資金繰りの状況　（ 各1つに「✓」を ）

4）2020年10月～12月の見通し 　(2019年の10月～12月と比べて）

6）　2020年の1月～3月と比べて　（ 各1つに「✓」を ）

【Q８】2020年 4月～6月の経営上の問題点　（ 深刻なもの上位３つに「✓」を ）

【Q９】2020年 7月～9月の経営上の力点　（ 上位３つに「✓」を ）

（３）　（１）で　「③経験はないが導入を検討中」　もしくは　「④経験もないし今後も予定はない」 を選択した方に伺います。
　　　　　導入するにあたっての課題や、導入しない理由は何ですか？　　　　　　　（ 複数回答可 ）

（４）　新型コロナ禍収束後、自社ではどのような勤務形態を採択したいですか？　　　（ 1つに「✓」を ）

（１）　貴社のテレワークの実施状況についてご回答ください （ 1つに「✓」を ）

（２）　（１）で 「①コロナ以前（2020年1月以前）から導入済み」 もしくは 「②コロナをきっかけに（2020年2月以降）導入した」 を選択した方に伺います。

（５）　テレワークを実施する上で期待する効果はどのような事ですか？　　（ 複数回答可 ）

　　　　　テレワーク導入により自社の生産性は上がりましたか？ 　　　　　　　　　（ 1つに「✓」を ）

（6）　テレワーク実施上の課題、不安な点はどんな事ですか？　　　（ 複数回答可 ）

【Q10】オプション調査　 テレワークの導入について ここでいうテレワークとは「情報通信技術を活用した場所や時間にとらわれない勤務形態」を言
い、在宅勤務・モバイルワーク・サテライトオフィス勤務の3つを指します（日本テレワーク協会
による）。

1）2020年4月～6月の業況　 　  (2020年の 1月～ 3月と比べて）

2）2020年4月～6月の業況　   　(2019年の 4月～ 6月と比べて）

3）2020年7月～9月の見通し　   (2019年の 7月～ 9月と比べて）

2）2020年7月～9月の見通し　　(良し・悪し）

①余裕あり ② やや余裕あり ③ 順調 ④ やや窮屈 ⑤窮屈

①上昇 ②横ばい ③ 低下

①上昇 ②横ばい ③ 低下

①短期化 ②不変 ③長期化

①好転 ②不変 ③悪化

①好転 ②不変 ③悪化

①好転 ②不変 ③悪化

①好転 ②不変 ③悪化

①良い ② やや良い ③ そこそこ ④ やや悪い ⑤ 悪い

① 良い ② やや良い ③ そこそこ ④ やや悪い ⑤ 悪い

① 大企業の進出による競争の激化 ②新規参入者の増加 ③同業者相互の価格競争の激化 ④官公需要の停滞

⑤民間需要の停滞 ⑥取引先の減少 ⑦仕入単価の上昇 ⑧人件費の増加

⑨管理費等間接経費の増加 ⑩金利負担の増加 ⑪事業資金の借入難 ⑫従業員の不足

⑬熟練技術者の確保難 ⑭下請業者の確保難 ⑮販売先からの値下げ要請 ⑯輸出困難

⑰輸入品による圧迫 ⑱ 税負担の増加 ⑲仕入先からの値上げ要請

⑳ その他

① コロナ以前（2020年1月以前）から導入済み ② コロナをきっかけに（2020年2月以降）導入した ③ 経験はないが導入を検討中

④経験もないし今後も予定はない

① 上がった ② どちらかと言えば上がった ③ 変わらない ④ どちらかと言えば下がった ⑤ 下がった

① どのように進めたらいいかわからない ② 自分も含めてITに詳しい人材がいない ③ PCやネットワーク環境、ソフトウェア等の準備が不十分

⑧ その他（具体的に）

④ セキュリティ上の不安がある ⑤ 導入コスト ⑥ 社内体制が未整備

⑦ テレワーク可能な業務がない （人事評価・就業規則・労務管理・社員の理解など）

① オフィスだけ ② オフィス中心にテレワークも ③ テレワーク中心にオフィスも ④ テレワークだけ

②個人情報保護への関心の高まり① 生産性の向上 ③業務上の指示や打合せ等の合理化・効率化

⑤ WEB会議システム等のテレワーク環境の整備促進 ⑥感染症対策 ⑦社員の通勤時間の短縮

⑧勤務時間中の移動時間の削減 ⑨柔軟な働き方への対応 ⑩ 社員の自主性・自律性の高まり

⑪ コミュニケーションの多様化による人間関係の向上

④業務分担の促進

⑫ その他

② 新規受注（顧客）の確保① 付加価値の増大 ③人件費節減 ④人件費以外の経費節減 ⑤財務体質の強化

⑥機械化促進 ⑦情報力強化 ⑧人材確保 ⑨社員教育 ⑩新規事業の展開

⑪得意分野の絞り込み ⑫ 研究開発 ⑬機構改革

⑭その他

皆様の声を「よい経営環境づくり」に反映させてまいります。ご協力ありがとうございました。

②情報漏洩のリスク①生産性の低下 ③業務上の指示や打合せ等の支障

⑤ WEB会議システム等の導入に伴うコスト増やインターネット通信費等の負担 ⑥ テレワーク中の社員の健康管理

⑧労働時間の管理がしづらい ⑨ 社員の自主性・自律性の低下 ⑩ コミュニケーション減少による人間関係の悪化

④一部の社員への業務集中

⑪その他

⑦ 社員によって異なる就業環境への対応


